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1

Sun Management Center 3.6 
Version 3 Sun Fire エントリレベル
ミッドレンジシステムのためのアド
オンソフトウェアご使用にあたって

この文書には、Sun Fire™ エントリレベルミッドレンジシステム用の Sun 
Management Center 3.6 Version 3 アドオンソフトウェアの、このリリースに関する
情報が記載されています。次の内容で構成されています。

■ 1 ページの「このリリースでの新しい機能」
■ 2 ページの「サポートされるシステムと環境」
■ 3 ページの「推奨パッチ」
■ 3 ページの「マニュアル」
■ 4 ページの「アドオンソフトウェアの入手」
■ 4 ページの「インストール」
■ 8 ページの「判明している問題点」

このリリースでの新しい機能
ここでは、Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム用の Sun Management 
Center アドオンソフトウェアの以前のバージョンからの変更点について説明しま
す。このソフトウェアでは、新たに Netra™ 1290 のサポートが追加されました。
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サポートされるシステムと環境
Sun Management Center 3.6 Version 3 アドオンソフトウェアは、次のシステムをサ
ポートします。

■ Netra 1290
■ Sun Fire E2900
■ Sun Fire V1280

注 – Netra™ 1280 システムは、Sun Management Center 3.6 主要ソフトウェアに同
梱の Netra アドオンソフトウェアによってサポートされます。

表 1 に、Sun Management Center 3.6 Version 3 ソフトウェアに必要なソフトウェア
のバージョンを示します。

表 1 ソフトウェアバージョン 低要件

ホスト 必要なソフトウェア バージョン

サーバーマシン Solaris オペレーティングシステム*

* Solaris オペレーティングシステムは、少なくとも「End User Systems Support」のディストリビューションである必要があります。

8 2/04 
9 9/04 
10†

† Solaris オペレーティング環境は、サポート対象のプラットフォームによって異なります。ご使用のプラットフォームでサポートさ
れる Solaris のバージョンの詳細は、各プラットフォームのマニュアルを参照してください。

Sun Management Center サーバーベースソフト
ウェア

3.6

Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム用の 
Sun Management Center アドオンソフトウェア

3.6 Version 3

監視対象プラットフォーム Solaris オペレーティングシステム* (プラットフォーム
により異なる)†

Sun Management Center ベースソフトウェア 3.6 

Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム用の 
Sun Management Center アドオンソフトウェア

3.6 Version 3

ワークステーションまたは共通の
ネットワーク (コンソールレイヤ)

Solaris オペレーティングシステム* 8 2/04 
9 9/04 
10†

Sun Management Center コンソールベースソフト
ウェア

3.6
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注 – Sun Management Center のサーバーマシンとエージェントマシンでは同じバー
ジョンのアドオンソフトウェアを使用する必要があります。

推奨パッチ
主要 Sun Management Center 3.6 アプリケーション、およびこのアドオンソフト
ウェア用に、ご使用のプラットフォームに適用できる Solaris ソフトウェアのパッチ
および Sun Management Center のパッチが提供されている可能性があります。

注 – Sun Management Center 3.6 ソフトウェアおよびこのアドオンをインストール
する前に、ご使用のプラットフォームおよびオペレーティングシステム用の必須パッ
チをすべてインストールする必要があります。

Sun とサービス契約を結んでいる場合は、次の場所からパッチをダウンロードできま
す。

http://sunsolve.sun.com

Sun Management Center 3.6 の 新アップデートに必要なパッチについての詳細は、
対応する Sun Management Center ソフトウェアの『ご使用にあたって』を参照して
ください。

マニュアル
この文書は、『Sun Management Center 3.5 バージョン 6 Sun Fire エントリレベル
ミッドレンジシステムのための追補マニュアル』(819-3989-10) の内容に関する追加
情報を含んでいます。この追補マニュアルの「はじめに」の関連マニュアルの一覧に
はありませんが、『Netra 1290 Server System Administration Guide』が参考になる
場合があります。

Sun のマニュアルは、次の場所で検索して入手できます。

http://www.sun.com/documentation/
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アドオンソフトウェアの入手
Sun Management Center 3.6 Version 3 アドオンソフトウェアパッケージは、次のダ
ウンロードサイトで zip ファイルで提供されています。

http://wwws.sun.com/software/download/index.html

「New Downloads」の一覧に Sun Management Center 3.6 Version 3 の項目がない
場合は、「All Products」の「A-Z Index」を使用してソフトウェアを探します。

インストール
Sun Management Center 3.6 ソフトウェアのインストールと設定については、『Sun 
Management Center インストールと構成ガイド』を参照してください。この、3.6 
Version 3 アドオンソフトウェアは、インストール手順を変更して、別途 zip ファイ
ルを使用してインストールする必要があります。図 1 に、インストール処理の概要を
示します。

注意 – Sun Management Center ソフトウェアで提供されているインストールスクリ
プトおよびセットアップスクリプトを使用してください。手動でパッケージをインス
トールしたり、手動で構成ファイルを変更してはいけません。
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図 1 インストール処理のながれ

Sun Management Center 3.6 ソフトウェアからの
アップデート

ご使用のサーバーおよびコンソールシステムに、すでに Sun Management Center 3.6 
主要ソフトウェアがインストールされている場合は、次の手順に従います。

■ 6 ページの「Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム用の 3.6 アドオンソフ
トウェアをアンインストールする。」- Sun Management Center 3.6 主要ソフト
ウェアに含まれるこのバージョンの Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステ
ム用のアドオンソフトウェアが、ご使用のシステム構成内に 1 つでもインストー
ルされている場合は、この手順に従う必要があります。これ以外の場合は、この
手順は必要ありません。

3.6 主要ソフトウェアお
よび Version 3 アドオン
ソフトウェアを設定しま

す。

Sun Fire エントリレベル
ミッドレンジシステム用
の 3.5 Version 6 アドオン
ソフトウェアをアンイン

ストールします。

エントリレベルミッドレ
ンジ用アドオンはインス
トールしないで、Sun 

Management Center 3.6 
主要ソフトウェアをイン
ストールします。( イン
ストール処理によって、
前のバージョンは削除さ

れる。)

Sun Fire エントリレベ
ルミッドレンジシステ
ム用の 3.6 Version 3 ア
ドオンソフトウェアを
インストールします。

新規インストールまたは
3.6 より前のバージョンからの

アップデート

Sun Management Center 3.6 
からのアップデート



6 Sun Management Center 3.6 Version 3 Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムのためのアドオンソフトウェアご使用にあたって • 2006 年 4 月

■ 6 ページの「Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム用の 3.6 Version 3 ア
ドオンソフトウェアをインストールする。」- この Sun Fire エントリレベルミッド
レンジシステム用の Sun Management Center 3.6 Version 3 アドオンソフトウェア
をインストールするには、この手順に従います。

▼ Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム用の 3.6 アド
オンソフトウェアをアンインストールする。

1. 『Sun Management Center インストールと構成ガイド』を参照してください。

『Sun Management Center インストールと構成ガイド』の付録に、es-guiuninst 
ウィザードまたは es-uninst コマンド行スクリプトを使用してアドオン製品をアン
インストールするための手順の説明があります。「Sun Fire エントリレベルミッドレ
ンジシステム」という名前のアドオン製品だけをアンインストールしてください。

▼ Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム用の 3.6 
Version 3 アドオンソフトウェアをインストールする。

1. ソフトウェアをダウンロードします。

ソフトウェアの入手については、この文書の 4 ページの「アドオンソフトウェアの入
手」を参照してください。

2. ダウンロードしたファイルのパスにあるディレクトリに zip ファイルを展開します。

3. ホストマシンにスーパーユーザーでログインします。

4. Sun Management Center 3.6 主要ソフトウェアがインストールされているパスの
ディレクトリへ移動します。

ディレクトリは、次のようになります。

installed_directory/SUNWsymon/sbin

5. 手順 2 で使用したパスを指定して、es-guiinst スクリプトまたは es-inst スクリ
プトを実行します。

インストールできるアドオン製品の一覧が表示されます。

6. 「Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム」アドオン製品を選択します。

7. インストールスクリプトの残りの手順を最後まで行います。

8. 手順に従って、ソフトウェアを設定します。

インストールウィザードによるソフトウェアの設定に関する問い合わせがあります。
詳細は、『Sun Management Center インストールと構成ガイド』を参照してくださ
い。
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Sun Management Center 3.6 ソフトウェアのイン
ストール

Sun Management Center 3.6 ソフトウェアをまだインストールしていない場合は、必
ずこの Version 3 アドオンソフトウェアをインストールする前に、Sun Management 
Center 3.6 ソフトウェアをインストールする必要があります。

注 – Sun Management Center 3.6 ソフトウェアのインストール処理には、Sun 
Management Center ソフトウェアの以前のリリースのアンインストール処理が含ま
れています。以前のリリースからのアップグレードに関する詳細は、『Sun 
Management Center インストールと構成ガイド』を参照してください。

▼ Sun Management Center 3.6 ソフトウェアをインストール
する

1. インストールの準備に関する詳細は、『Sun Management Center 3.6 Sun Fire、Sun 
Blade および Netra システムのための追補マニュアル』を参照してください。

2. 主要ソフトウェアのインストール手順は、『Sun Management Center インストール
と構成ガイド』を参照してください。

Sun Management Center の以前のリリースをアップグレードする場合は、現在イン
ストールされているリリースからのソフトウェアの更新に関する情報を読んでくださ
い。

a. この手順の一部として Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム用のアドオ
ンソフトウェアをインストールしてはいけません。

インストール手順の中で、アドオン製品を選択するダイアログが表示されます 
(『Sun Management Center インストールと構成ガイド』の「図 1-3 アドオン製
品」)。ここでは、「Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム」アドオン製品
はインストールしないでください。

3. 6 ページの「Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム用の 3.6 Version 3 アド
オンソフトウェアをインストールする。」で説明されている手順を実行します。
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判明している問題点

「CPU ユニットテーブル」で使用不可の CPU の
状態が online と表示される

CPU が使用不可の場合、「CPU ユニットテーブル」のエントリのほとんどのプロパ
ティは正しい値 -- (ハイフン 2 個) で表示されます。ただし、「CPU の状態」プロパ
ティの値は、誤って online という値が表示されます。

回避策: psrinfo、prtdiag、または LOM:>showcomponent コマンドを使用して、
正しい CPU の状態を示す値を表示します。

[6395173] 

動的再構成 (DR) 操作後、または PSU か HDD の
ホットスワップ後の picl の再起動

DR 操作、または PSU か HDD のホットスワップのあとに、このアドオンソフトウェ
アが提供するテーブルが更新されるようにするために、picl デーモンを再起動する
必要があります。

Solaris 8 または 9 の場合 

Solaris 10 の場合 

[6247392, 6306023] 

# /etc/init.d/picld stop; /etc/init.d/picld start

# svcadm restart svc:/system/picl:default 


